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Cs(I)抽出剤としてカリックスアレーンクラウン 6 誘導体を含有するイオン液体の Cs(I)抽出特性を明らかに

するとともに、核種分離プロセスへの適用について検討を行った。 
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1. 緒言 使用済み核燃料再処理プロセスにおいて、ウラン及びプルトニウムを回収した後に発生する高レ

ベル放射性廃液（HLLW）の核種分離・回収技術の開発は、資源の有効利用及び高レベル放射性廃棄物処

分の負荷軽減の観点から極めて重要な課題である。そこで、難揮発性、難燃性、耐熱性及び耐放射線性な

どの優れた特性を有する疎水性イオン液体に着目し、これまで抽出分離プロセスの検討、クラウンエーテ

ル含有イオン液体抽出系における Sr(II)抽出特性について報告してきた[1,2]。本研究では、Cs 分離プロセス

を検討するため、1,3-[(2,4-diethylheptylethoxy)oxy]-2,4-crown-6-Calix[4]arene (Calix[4]arene-R14)を用いたイオ

ン液体抽出系における硝酸溶液からの Cs(I)抽出特性について検討した。 

2. 実験 所定濃度の Calix[4]arene-R14 を含有するイオン液体、1-butyl-3-methy-imidazolium bis(trifluoro 

methylsulfonyl)amide ([C4mim][NTf2])を用いて、5 mM (M = mol L-1)の Cs(I)を含む硝酸溶液条件下でバッチ法

抽出試験を行った。抽出前後の水溶液中 Cs(I)濃度の測定には原子吸光光度計を用いた。 

3. 結果 抽出前後の Cs(I)濃度から抽出率(ECs)を算出し、硝酸濃度 2.0 M

においてCalix[4]arene-R14濃度に対する依存性を求めた結果を図 1に示

す。イオン液体中の Calix[4]arene-R14 濃度が 10 mM を超えると ECsは増

加しなかったことから、[C4mim][NTf2]に対する Calix[4]arene-R14 の溶解

度は約 10 mM (25℃)であることが確認された。次に、Calix[4]arene-R14

濃度を 10 mM とし、ECsの初期硝酸濃度に対する依存性を求めた結果、

図 2 のようになった。既報のクラウンエーテル含有イオン液体抽出系と

同様に、硝酸濃度の増加に伴って ECs は減少する傾向が確認された[2]。

また、調査した硝酸濃度範囲内においては、同試験条件のジクロロメ

タン抽出系よりも高い ECsを示したことから、イオン液体抽出系は実

HLLW においても効果的に Cs(I)を抽出可能であると考えられる。以

上の結果に加え、発表では温度依存性や HLLW 模擬溶液を用いた Cs(I)

選択性などの抽出特性について報告する。 
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図１. 抽出剤濃度と Cs(I)の抽出率の関係

図２. 硝酸濃度と Cs(I)の抽出率の関係
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